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暑 い 夏 を 乗 り き る 「 元 気

の も と 」 親 子 で 一 緒 に

作 っ て み ま し ょ う ！

～
 児
童
書
 ～

『 季 節 を た べ る

夏 の 保 存 食 ・ 行 事 食 』

著 ・ 濱 田 　 美 里

～
 一
般
書
 ～

元 刑 事 の 祖 父 と 夏 休 み 中

の 孫 娘 が 「 希 望 の 家 」 で

起 き た 事 件 に 挑 む

『 金 魚 鉢 の 夏 』

著 ・ 樋 口 　 有 介

須 木 分 館 の 旬 な 情 報 や

話 題 を お 届 け し ま す 。

～ お す す め 本 の 紹 介 ～

＊ 貸 出 中 の 図 書 は 予 約 で き

ま す ＊

【 お 問 合 せ 】

　 須 木 分 館

　 　 　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

　
こ
の
施
設
は
、
他
の
河
川
と
同
じ
く
、
オ
ー
プ
ン
に
自

然
と
親
し
む
た
め
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
利
用
の
際

は
、
次
の
事
項
を
守
り
、
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
期
間
＊
７
月
１
９
日
～
８
月
３
１
日

＊
遊
泳
時
間
＊
午
前
１
０
時
～
午
後
４
時

＊
利
用
の
注
意
＊

◎
保
護
者
、
引
率
者
が
同
伴
す
る
こ
と
と
し
、
ケ
ガ
、
事

故
等
の
一
切
の
責
任
を
負
う
こ
と
。

◎
飛
び
込
み
な
ど
他
の
利
用
者
に
迷
惑
に
な
る
こ
と
、
事

故
に
つ
な
が
る
様
な
こ
と
は
、
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。



　

　
須
木
地
域
協
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、
須
木
地
区
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
や
、
須
木
地
区
の
活
性
化
な
ど
を
協

議
し
て
い
ま
す
。
６
月
に
行
わ
れ
た
地
域
協
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
小
林
市
水
道
料
金
審
議
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
水
道
課
）

　
　
水
道
料
金
を
議
題
と
し
た
審
議
会
を
水
道
課
が
開
催
す
る
た
め
、
地
域
協
議
会
か
ら
2
名
の
選
出
依
頼
が
あ

　
　
り
、
協
議
の
結
果
、
安
竹
茂
見
委
員
・
河
野
雄
二
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
小
林
市
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
の
審
議
に
つ
い
て

　
　
申
請
団
体
：
山
び
こ
の
里
実
行
委
員
会

　
　
事
業
名
：
内
山
地
区
農
業
体
験
事
業

　
　
前
回
の
地
域
協
議
会
で
継
続
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
一
部
見
直
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

　
　
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
交
付
金
額
3
0
万
円
）

（
３
）
地
域
協
議
会
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
夏
木
政
和
委
員
よ
り
、
「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
・
自
然
環
境
の
管
理
・
生
活
の
安
定
化
対
策
」

　
　
な
ど
の
地
域
協
議
会
で
具
体
的
に
協
議
し
て
い
く
べ
き
内
容
が
提
言
さ
れ
、
今
後
、
協
議
し
て
い
く
こ
と
に

　
　
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
平
成
２
６
年
度
６
月
補
正
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

　
　
６
月
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
須
木
地
区
の
予
算
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

（
５
）
合
併
特
例
法
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
自
治
区
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
概
要
）

　
　
事
務
局
よ
り
、
岩
手
県
盛
岡
市
が
実
施
し
た
地
域
自
治
区
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要
が
説
明
さ
れ
ま

　
　
し
た
。
地
域
自
治
区
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
１
２
月
ま
で
に
市
に
提
言
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
６
）
堂
屋
敷
地
区
の
一
本
杉
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
同
屋
敷
地
区
の
一
本
杉
が
傾
い
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
今
後
、
河
川
側
の
枝
を

　
　
切
る
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
、
樹
木
医
に
相
談
し
な
が
ら
対
策
を
進
め
て
い
く
事
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
今
後
も
、
須
木
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
　
地
域
振
興
課
（
℡
4
8
－
3
1
3
0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
６
月
２
７
日
（
日
）
に
、
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
永
田
地
区
住
民
及
び
地
元
消
防
団
の
約
３
０
名
が
参

加
し
事
前
に
調
査
し
た
通
学
路
等
の
危
険
箇
所
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
永
田
地
区
は
、
小
・
中
学
生
が
通
学
の
為
に
利
用
す
る
道

路
等
を
多
く
か
か
え
て
お
り
、
永
田
地
区
の
河
野
区
長
は
、

「
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
の
為
、
市
の
活
動
と
連
動
し
た
、

地
域
住
民
に
よ
る
、
き
め
細
や
か
な
除
草
作
業
を
行
う
こ
と

で
、
交
通
事
故
の
未
然
防
止
と
快
適
な
環
境
整
備
を
目
標
に

し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
７
月
５
日
（
土
）
に
、
須
木
中
央
保
育
園
に
て

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
園
児
２
６
名
が
参
加
し
、

お
み
こ
し
や
踊
り
、
出
店
、
ゲ
ー
ム
、
花
火
な
ど

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
出
店
で
は
、
カ
レ
ー
、
焼
き
そ
ば
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
の
食
べ
物

コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
・
く
じ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
等
の

遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
、
保
護
者
に
よ
り
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
園
児
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
方
が

来
場
し
、
夏
祭
り
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
、
平
成
2
6
年
4
月
か
ら
消
費
税
が

8
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
が
低
い
方
な
ど

の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
的
に
一
回
限
り
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
6
月
上
旬
に
、
須
木
区
の
全
世
帯
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
書
等
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
支
給
額

　
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
1
0
,0
0
0
円
支
給
し
ま
す
。
年
金
や

児
童
扶
養
手
当
等
の
受
給
者
は
5
,0
0
0
円
加
算
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
対
象
者

　
平
成
2
6
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た

だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給
者
等
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
申
請
受
付
期
間

　
平
成
2
6
年
1
2
月
1
5
日
（
月
）
ま
で
。
受
付
期
間
を
過
ぎ
る

と
原
則
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
請
の
方
法
及
び
必
要
な
物

①
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
あ
る
い
は
小
林
市
役
所
臨
時
福
祉

給
付
金
対
策
室
へ
持
参
す
る
。

　
申
請
書
・
印
鑑
・
通
帳
又
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
全
員

分
の
保
険
証
ま
た
は
免
許
証
。

②
郵
送
で
提
出
す
る
。
（
返
信
用
封
筒
が
6
月
上
旬
の
お
知
ら

せ
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
押
印
さ
れ
た
申
請
書
・
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
写
し

全
員
分
の
保
険
証
ま
た
は
免
許
証
の
写
し
。

　
今
年
の
夏
も
消
防
団
員
に
と
っ
て
、
厳
し
い
訓
練
の
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
各
部
と
も
早
朝
、
夕
方
に
訓
練
を
行
い
、
操
法
技
術

の
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
７
月
１
３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
小
林
市
消
防
団
夏
季
点

検
操
法
競
技
で
は
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
会
場
で
、
日
々
の
訓
練

し
て
き
た
技
術
を
競
い
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
四
連
覇
の
か
か
る
第
５
部
（
奈
佐
木
）
が
、
見
事

に
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
第
７
部
（
内
山
）
が
僅
差

で
第
２
位
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
第
６
部
が
第
５
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。
優
勝
し
た
５
部
は
、
７
月
２
７
日
に
開
催
さ
れ
る
、
西
諸

地
区
大
会
に
小
林
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
７
月
１
６
日
（
水
）
に
須
木
小
学
校
３
、
４
年
生
児
童

と
須
木
漁
協
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、
夏
木
地
区
上
流
に
、

１
２
．
０
Ｋ
ｇ
の
ウ
ナ
ギ
と
１
２
．
５
Ｋ
ｇ
の
モ
ク
ズ
カ

ニ
（
山
太
郎
ガ
ニ
）
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
道
紀
一
組
合
長
は
、
「
子
ど
も
達
に
自
然
に
ふ
れ
あ

い
、
魚
の
放
流
体
験
を
通
じ
て
、
須
木
地
区
に
生
息
し
て

い
る
魚
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、
興
味
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で
、
組
合
長

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。


